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安曇野市役所 

  

子どもたちが水循環の仕組みを学ぶゲーム型授業 

松本盆地 水のめぐりゲームを11/6に初開催 

概要 

1. 日 時 １１月６日(金) 午後１時４５分～２時３０分、午後２時 35分～３時２０分 

2. 場 所 穂高北小学校（図工室・家庭科室） 

3. テストプレイ参加者 

（１）穂高北小学校４年生 

（２）穂高商業高校生徒（サポートスタッフ） 

（３）その他スタッフ（市職員等） 

５． その他 ・令和 8年度 松本地域「地域発 元気づくり支援金」活用事業 

        ・取材いただける場合は、前日までに下記までご連絡ください。 

問い合わせ 
 

長野県安曇野市 市民生活部 環境・ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進課：課長 百瀬
も も せ

  担当 所
ところ

 

TEL：0263-71-2492（直通）   

〒399-8281 長野県安曇野市豊科6000番地  

アルプス地域地下水保全対策協議会（安曇野市を含む松本地域11市町村・県地域振興局）

では、このほど完成した地下水のつながりと水資源を学ぶための教材「松本盆地 水のめぐり

ゲーム」を活用したゲーム型の授業を初めて開催します。 

■アルプス地域地下水保全対策協議会 

平成 24 年設立。松本盆地周辺市町村（松本市・大町市・塩

尻市・安曇野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北

村・池田町・松川村）と長野県（松本地域振興局・北アル

プス地域振興局）で構成する広域の協議会。松本盆地を「大

きな水瓶」と捉え、地下水の保全や適正利用に取り組んで

います。 

■松本盆地 水のめぐりゲーム 

松本盆地の子どもたちを対象に、ゲーム的な体験型学習を

通じて、水循環の仕組みや保全の大切さ、自分たちの行動

が地域の水環境に与える影響を楽しみながら学べるプロ

グラムを目指しています。（別添資料参照） 
8 月 25 日に開催した立教大学・信州大学の学生を

交えたテストプレイの様子 



アルプス地域地下⽔保全対策協議会

松本盆地の⽔循環を題材にした、⼩学3年⽣からのゲーム型授業
きれいで豊かな地下⽔をたくわえた「⽔がめくん」。もし、⽔の量や質が下がってしまったら…
「どうすれば元気になるかな︖」―― ⼦どもたちが改善カードを置いていくと、
森・⽥んぼ・川・まちの様⼦が変わり、地下にいる⽔がめくんがどんどん元気になっていきます。

対象

⼩学3年⽣〜

時間

45〜50分（授業1コマ分）

⼈数

1グループ3〜5⼈
※複数グループでの実施も可能です

場所

教室・児童館など

ご用意いただくもの

ゲームキットは一般的なプリンターで用意できます。

ゲーム盤・カード・駒・サイコロまで、すべて印刷用データでお渡しします。

進行用マニュアルと授業スライドもそろっているので、

はじめてでも気軽に実施できます。

※ ゲーム盤はA3を2枚貼り合わせる版の他、A4を4枚貼り合わせる版も
ご用意しています。お使いのプリンターに合ったものを選んでください。

【お問い合わせ・お申し込み】

1 2

3 4

水がめくんが困っているみたい！ 助けてあげたいけど、
マスに止まるごとに、どんどん環境が悪くなっちゃう。

すごろくを進めると、いろんな原因が見えてくるよ。

改善カードでマスを直そう！

暮らしと水のつながりを学びながら、どんどんまちが

よくなってきた。「水がめぐる」ってこういうことなんだ！

水がめぐり、めぐみもたくさん！元気なまちになったね！ 
キミは何に気づいた？ 最後はみんなでふりかえろう。

実施団体 募集! 児童館・公民館・学校など、実施していただける団体を募集しています。

⻑野県地域発元気づくり⽀援⾦ 活⽤事業


